
ウクライナ人道支援ご協力へのお礼  

この度のウクライナ人道支援事業にご協力いただき大変ありがとうございました。 

お陰様で多くの皆様にウクライナ支援の気持ちを共有していただくことができまし

た。本事業の収益金に、募金活動に寄せられた寄付金を合わせますと、1,922,632 円

になりました。4月 27 日にウクライナ大使館を村上がカテリーナさんと訪問し、全額

をコルスンスキー駐日大使に直接お渡ししてきました。駐日大使も「日本からの支援

に感謝します。」と、大変喜んでくださっていました。  

余談ですが、ウクライナ大使館の応接室には大鵬幸喜氏の写真が飾ってありました

（写真参照）。一般に、大鵬の父親はロシア人だったと思っておられる方が多いと思い

ますが、豈図らんやハルキフ州出身のウクライナ人でした。 さらに、お母さんは旧福

光町の出身だそうです。  

 ウクライナでの戦争が終結して、ウクライナ国民が平穏な暮らしをできるだけ早期に

取り戻すことを祈ります。最後に、皆様のご支援に改めて感謝申し上げます。ありが

とうございました。  

村上正浩（代表）、相本芳彦、越田喜規、八嶋祐太郎  

 

 



 


